
第１3回 人工湿地ワークショップ 2018 in 郡山（西会津・湖南） 

実施報告 

 報告 東北工業大学 矢野 篤男 

日本大学 中野 和典 

 

1.ワークショップ概要 

 ワークショップの概要は以下のとおり 

■ 開催期日： 2017年9月10日（月）～11日（火） 

 ■ 9 月 10 日（月）現地見学会 1 13：00～16:00 

    ・湖南町：湖南浄化センターの下水を浄化する花壇型人工湿地 

・西会津町：宿泊施設 1）のトイレ排水を浄化する花壇型人工湿地 

■9月 11 日 基調講演・事例研究発表会・現地見学会②  

10:30～12:00 事例研究発表会（前半） 

12:45～13:30 現地見学会 2・日大の学食排水を浄化する花壇型人工湿地 

・汚水をその場で浄化する洗浄水自浄型トイレシステム 

13:30～17:00 事例研究発表会（後半）     

■参加者数：参加者総数は 57名（学生 18名），現地見学会参加者は 48名でした。今回

は「人工湿地の生活排水処理への適用」というテーマであったことから一般からの参加者で

は建設コンサル，下水道・浄化槽関係者が多かった。 

 

２．9月 10 日：現地見学会 1 

現地見学会場所は図１の通り。 

湖南浄化センター 

ダーナヴィレッジ 

図１ 現地見学会地図 



 

（１）湖南浄化センター（郡山市湖南町） 

郡山市と連携協定のもと日本大学・「ロハスの花壇」の技術移転により下水処理と緑化を

組み合わせたグリーンインフラとしての花壇式人工湿地の有効性を確認する実証試験とし

て 2017 年 8 月から実験を開始しました。本人工湿地は 3段の構造となっており,3 回のろ過

により下水を浄化していました。図２に人工湿地の概要と処理効率を示します。 

 

 

写真 1に湖南浄化センターの人工湿地の説明の様子,写真 2に集合写真を示す。 

 

 

図１ 見学会位置図 

図２ 湖南浄化センター人工湿地の概要と処理効率（見学会資料より） 

 

写真１ 人工湿地の説明の様子 写真２ 湖南浄化センターでの記念写真 

cr 



 

（２）ダーナヴィレッジ人工湿地 

 ダーナヴィレッジは福島県と新潟県の県境,西会津町にある健康回復とじぶん発見をテ

ーマにした体験型の宿泊施設で,廃校となった小学校を改装した宿泊施設です。この施設で

は台所排水を処理する人工湿地とトイレ排水を処理する人工湿地が設置されていました。

トイレ処理水は花壇や畑に返送して循環利用しています。図３に台所排水を処理する人工

湿地とトイレ排水を処理する人工湿地を示します。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真３にドローンによる上空からの写真を示します。 

  

図３ 台所排水処理,トイレ排水処理のための人工湿地（見学会資料より） 

写真３ダーナヴィレッジでのドローンからの写真 

台所排水処理人工湿地 トイレ排水処理人工湿地 



３．9月 12 日：基調講演・現地見学会 2および事例研究発表会 

 2 日目は会場を郡山市の日本大学工学部に移して基調講演・現地見学会 2・事例研究発表

会を開催しました。 

基調講演では「人工湿地の生活排水処理の適用に向けて」をテーマに 2名の方から基調講

演をいただいた。 

（１）基調講演 9：40～12：00 

 ・基調講演 1：生活排水を浄化処理する花壇型人工湿地の開発 

                       日本大学工学部 中野 和典 

中野等の研究グループが現在取り組んでいるロハスの花壇による下水処理のグリーンイ

ンフラの推進事例として 5つの花壇型人工湿地の事例を紹介があり,これらグリーンインフ

ラとして人工湿地を用いた生活排水処理では高い浄化効率と省エネルギーが達成できたこ

とが示されました。 

・基調講演 2：コンビニエンスストアに設置された浄化槽の現状と課題 

宮城県浄化槽検査センターの桃沢 健氏 

近年, コンビニトイレの公衆トイレ化に傾向になっており,トイレ利用者が想定した利

用人数より超過しており,コンビニでの調理商品の増加による調理排液や廃棄ソフトクリ

ームなどによりコンビニ排水中の汚濁負荷が高くなっています。これによりコンビニ浄化

槽の処理効率の低下がみられ,処理水が著しく悪化していることが報告されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）現地見学会② 12：40～13：30 

昼食後に日本大学工学部キャンパスに設置している２つの人工湿地を見学しました。 

① 花壇型人工湿地 

日本大学工学部ではロハスの家プロジェクトとしてエネルギー自立の住環境,水自立の

住環境を目指して研究を進めている。水自立の住環境を支える技術として花壇型人工湿地

を用いて水再生能力の実証試験を行っており,2014 年から大学の食堂排水の一部

（0.5m3/day）を処理し,花壇型人工湿地の水質浄化機能の評価ならびに省エネルギー性の

基調講演 2：桃沢 健氏 基調講演 1：中野 和典氏 

写真４ 基調講演での様子 



評価を行っています。写真５に花壇型人工湿地を示し,図４に人工湿地の内部構造を示し

ます。 

 

 

 

② 水・水道・不要で排水なし“ロハスのトイレ” 

このトイレの特徴は・水を自給自足し,排水はゼロ（ゼロエミッション）・再生可能

エネルギーだけで運転が可能・使用頻度が不安定な条件でも対応が可能です。現在,ト

イレの使用を計画的に実現するために大学構内に設置し研究を進めています。 

このトイレでは排せつ物が直接ろ過層の上段に流され処理されるが悪臭は全く感じな

かった。写真６にこのトイレの様子,図５にロハスのトイレの水の流れを示します。 

 

 

 

 

 

 

写真５ 花壇型人工湿地の様子 図４ 花壇型人工湿地の内部構造（見学会資料より） 

写真６ ロハスのトイレの様子 図５ ロハスのトイレ水の流れ（見学会資料より） 



（３）事例研究発表会：13：30～16：40 

現地見学会②の終了後,事例研究発表が実施された。発表件数は 11 件でした。以下に事

例研究発表のプログラムを示します。 

 

 人工湿地の普及の課題として今後,生活排水処理に人工湿地を適用していくことが求め

られています。今回のワークショップではわが国における人工湿地の生活排水処理への適

用へ向けて多くの新しい取り組みが報告されました。今後の人工湿地の新しい展開が期待

されます。 

 

４．その他 

本ワークショップでは本年 9月 6日に発生した北海道胆振東部地震に対し支援募金を行

い,募金 15,530 円を日赤を通じて被災地へお送りしました。募金にご協力をいただいた皆

様に感謝申し上げます。 



ワークショップでの記念写真 

 

・ 

 

  

 来年の第 14 回人工湿地ワークショップでまた,お会いしましょう！ 

 以上 

 ダーナヴィレッジ花壇型人工湿地前 

 ロハスの家・花壇型人工湿地前 


